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令和６年 225１２月定例会

付
託
委
員
会

結
　
果

会　派　名　及　び　議　員　名
（会派に所属していない議員は無会派と表記しています。）

賛
　
成

反
　
対

富里自民の会 公明党 無会派

関
根
　
正
之

荒
野
　
峰
之

河
田
　
厚
子

國
本
　
正
美

野
並
　
慶
光

戸
村
喜
一
郎

高
橋
　
益
枝

鈴
木
　
英
𠮷

岡
野
　
耕
平

日
下
部
千
秋

杉
山
　
弘
一

布
川
　
好
夫

岩
田
　
克
彦

平
岡
真
奈
美

藤
田
　
　
幹

井
上
　
　
康

柏
崎
の
り
子

田
口
　
勝
一番　号 件　　名　（件名は一部省略しています。）

１２月定例会

※
議
長
の
た
め
採
決
に
加
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

市長提出議案

承認第 1 号 専決処分の承認（令和６年度富里市一般会計補正予算（第４号）） ― 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ １７ ０

議案第 1 号 旧岩崎家末廣別邸の設置及び管理に関する条例の制定 文教 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ １６ ０

議案第 2 号
富里市職員の給与等に関する条例及び富里市会計年度任用職員の給与及び費用弁
償に関する条例の一部改正

総務 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ １６ ０

議案第 3 号 特別職の職員の給与及び旅費に関する条例の一部改正 総務 多 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × １５ １

議案第 4 号 富里市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正 総務 多 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × １５ １

議案第 5 号
富里市地域包括支援センターの包括的支援事業の実施に関する基準を定める条例
の一部改正

文教 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ １６ ０

議案第 6 号 指定管理者の指定（富里市福祉センター） 文教 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ １６ ０

議案第 7 号
千葉県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び千葉県市町村
総合事務組合規約の変更に関する協議

総務 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ １６ ０

議案第 8 号 令和６年度富里市一般会計補正予算（第５号）
総務
文教

全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ １６ ０

議案第 9 号 令和６年度富里市国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 文教 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ １６ ０

議案第 10 号 令和６年度富里市介護保険特別会計補正予算（第２号） 文教 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ １６ ０

議案第 11 号 令和６年度富里市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 文教 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ １６ ０

議案第 12 号 令和６年度富里市水道事業会計補正予算（第１号） 総務 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ １６ ０

議案第 13 号 令和６年度富里市下水道事業会計補正予算（第１号） 総務 全 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ １６ ０

議案と議決結果
総務＝総務建設常任委員会　文教＝文教厚生常任委員会

全＝賛成全員　多＝賛成多数　否＝賛成少数または賛成ゼロ　継＝閉会中の継続審査

○＝賛成　×＝反対　退＝退席　欠＝欠席

【継】＝前定例会以前からの継続案件

写真は、富里社会体育館
〔左〕外観
〔右上〕
２階アリーナ
〔右下〕
正面玄関

　１２月定例会は、１１月２９日から１２月１８日までの２０日間の会期で開かれました。
　市長から提出された議案１３件、承認１件について、それぞれ原案どおり可決、承認しました。
　なお、１２月定例会の一般質問は１１名の議員が行い、市の諸問題について見解を求めました。

令和６年度一般会計補正予算（第５号）４億４，３８９万８千円を
可決。「各小・中学校屋内運動場及び社会体育館」の空調機設置へ。
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こんにちはとみさと議会です　２２５号

⒈
中
学
校
部
活
動
に
つ
い
て

　
⑴
各
部
活
動
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

　
　
ア
．学
校
と
し
て
の
考
え
方
は
。

　
　
イ
．現
在
の
活
動
に
対
す
る
生
徒
か
ら

　
　
　
の
要
望
の
把
握
と
対
応
に
つ
い
て

　
　
ウ
．部
活
動
支
援
に
つ
い
て

　
⑵
部
活
動
地
域
移
行
に
つ
い
て

　
　
ア
．現
在
実
施
さ
れ
て
い
る
取
組
に
つ

　
　
　
い
て

　
　
イ
．ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
踏
ま
え
た
今

　
　
　
後
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
会
議

　
　
　
に
つ
い
て

⒈
子
ど
も
を
守
る
Ⅰ
Ｔ
対
策
に
つ
い
て
　

　
⑴
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い

　
　
て

　
⑵
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
見
守
り
ア
プ
リ
に

　
　
つ
い
て

　
　
ア
．今
後
の
活
用
・
周
知
に
つ
い
て

⒉
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

　
⑴
離
婚
後
の
不
払
い
養
育
費
に
つ
い
て

　
　
ア
．不
払
い
養
育
費
確
保
に
つ
い
て

⒊
単
独
世
帯
の
安
心
・
安
全
に
つ
い
て

　
⑴
単
独
世
帯
の
防
犯
対
策
状
況
は
。

　
⑵
匿
名
・
流
動
型
犯
罪
へ
の
対
策
は
。

　
⑶
住
ま
い
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
支
援
に
つ

　
　
い
て

公明党

日下部　千　秋

富里自民の会

荒　野　峰　之

⒈
若
者
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

　
⑴
現
在
の
活
動
状
況
と
課
題
に
つ
い
て

　
⑵
今
後
の
取
組
に
つ
い
て

⒉
小
・
中
学
校
の
避
難
訓
練
に
つ
い
て

　
⑴
現
在
の
実
施
状
況
に
つ
い
て

⒊
有
害
鳥
獣
に
つ
い
て

　
⑴
被
害
状
況
に
つ
い
て

　
⑵
有
害
鳥
獣
対
策
の
取
組
状
況
に
つ
い

　
　
て

⒋
農
林
業
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

　
⑴
利
用
状
況
と
課
題
に
つ
い
て

　
⑵
今
後
の
活
用
に
つ
い
て

⒌
本
市
に
お
け
る
希
少
動
物
に
つ
い
て

　
⑴
生
息
状
況
に
つ
い
て

関　根　正　之

富里自民の会

　
11
人
の
議
員
が
、
市
政
に
関
す
る

一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
質
問
項
目
の
う
ち
、

主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
内
容
は
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

議
会
中
継
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
を
お
持
ち
の
方
は
、

２
次
元
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。）

※
本
会
議
の
録
画
映
像
（
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
）
は

即
日
視
聴
で
き
ま
す
。

一

般

質

問

一

般

質

問
↑議会中継は
　こちらから

⒈
千
葉
県
国
民
健
康
保
険
料
水
準
の
統
一

　
に
つ
い
て

　
⑴
住
民
の
負
担
増
、
徴
収
強
化
、
医
療
費

　
　
抑
制
に
な
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

⒉
断
熱
窓
へ
の
改
修
支
援
に
つ
い
て

⒊
障
が
い
児
の
放
課
後
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に

　
つ
い
て

　
⑴
所
得
制
限
と
利
用
料
は
。

⒋
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

　
⑴
保
育
所
の
待
機
児
童
の
現
状
は
。

　
⑵
保
育
士
確
保
及
び
市
独
自
の
処
遇
改

　
　
善
の
継
続
は
。

　
⑶
医
療
的
ケ
ア
児
受
入
れ
の
ガ
イ
ド
ラ

　
　
イ
ン
策
定
は
。

⒈
市
内
公
共
施
設
に
お
け
る
植
木
の
維
持

　
管
理
に
つ
い
て

⒉
学
校
と
地
域
の
連
携
に
つ
い
て

　
⑴
地
域
学
校
協
働
活
動
の
柱
と
な
る
地

　
　
域
学
校
協
働
本
部
が
、
当
市
に
は
な

　
　
い
が
、
な
ぜ
か
。

⒊
小
学
校
の
児
童
数
の
地
域
差
に
つ
い
て

　
⑴
各
小
学
校
に
お
け
る
１
ク
ラ
ス
の
児

　
　
童
数
の
地
域
差
が
拡
大
さ
れ
、
学
習

　
　
環
境
へ
の
影
響
が
心
配
さ
れ
る
が
、

　
　
市
の
認
識
は
。

⒋
職
員
の
職
場
改
善
意
識
醸
成
の
取
組
に

　
つ
い
て

無会派

井　上　　　康

無会派

柏　崎　のり子

　
総
務
建
設
常
任
委
員
会
は
、
付
託
さ
れ
た
７

議
案
に
つ
い
て
審
査
・
現
地
調
査
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
過
程
に
お
け
る
委
員
か
ら
の
質
疑
と

市
の
担
当
部
門
等
か
ら
の
答
弁
の
主
な
も
の
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

議
案
第
２
号
　
富
里
市
職
員
の
給
与
等
に
関
す

る
条
例
及
び
富
里
市
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給

与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

問

給
与
改
定
等
に
関
す
る
考
え
方
は
。

答

財
政
状
況
を
勘
案
し
た
上
で
、
人
事
院
勧
告

及
び
千
葉
県
人
事
委
員
会
報
告
及
び
勧
告
等
を

見
極
め
な
が
ら
準
じ
た
形
で
改
定
の
検
討
を
進

め
ま
す
。

議
案
第
３
号
　
特
別
職
の
職
員
の
給
与
及
び
旅

費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

問

年
間
の
影
響
額
は
。

答

市
長
は
、
年
間
９
万
５
４
５
０
円
、
副
市
長

は
年
間
７
万
９
３
５
０
円
、
教
育
長
は
年
間

７
万
４
７
５
０
円
そ
れ
ぞ
れ
増
額
に
な
り
ま
す
。

議
案
第
８
号
　
令
和
６
年
度
富
里
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
５
号
）

問

消
防
職
員
被
服
貸
与
事
業
１
８
８
万
円
の
増

額
補
正
に
つ
い
て
積
算
し
た
人
数
は
。

答

令
和
７
年
４
月
採
用
予
定
の
職
員
に
貸
与
す

る
被
服
一
式
を
３
名
分
と
し
て
積
算
し
ま
し
た
。

問

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
事
業
２
３
２
万
１

０
０
０
円
の
増
額
補
正
に
つ
い
て
、
積
算
及
び

対
象
人
数
は
。

答

人
件
費
単
価
改
定
に
伴
い
、
北
部
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
10
名
、
中
部
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
６
名
分
の
費
用
を
算
出
し
ま
し
た
。

問

八
富
成
田
斎
場
維
持
管
理
事
業
８
２
５
万
７

０
０
０
円
の
減
額
補
正
に
至
っ
た
主
な
理
由
は
。

答

令
和
５
年
度
決
算
に
伴
い
繰
越
金
の
清
算
分

を
令
和
６
年
度
負
担
金
に
充
当
し
た
こ
と
に
よ

る
も
の
で
す
。

問

道
路
維
持
補
修
事
業
４
９
９
万
４
０
０
０
円

の
増
額
補
正
に
つ
い
て
、
各
工
事
費
の
内
訳
は
。

答

舗
装
修
繕
工
事
は
１
路
線
で
約
67
万
円
、
側

溝
布
設
工
事
は
２
路
線
で
約
２
６
０
万
円
、
浸

透
桝
設
置
工
事
は
２
路
線
で
１
１
０
万
円
、
集

水
桝
修
繕
工
事
は
１
路
線
で
約
63
万
円
で
す
。

問

交
通
安
全
施
設
整
備
事
業
２
９
４
万
円
の
増

額
補
正
に
つ
い
て
、
道
路
照
明
灯
具
交
換
工
事

費
の
内
訳
は
。

答

道
路
照
明
灯
具
交
換
工
事
は
５
灯
で
１
３
０

万
円
程
度
で
す
。
ま
た
、
警
戒
標
識
に
つ
い
て

は
、
位
置
を
含
め
警
察
と
協
議
し
な
が
ら
設
置

し
て
い
き
ま
す
。

市道０１－００８号線を現地調査（※南七栄付近）

総
務
建
設
常
任
委
員
会

常
任
委
員
会
の
活
動
か
ら



こんにちはとみさと議会です　２２５号

3

⒈
本
市
の
所
有
者
不
明
土
地
に
つ
い
て

　
⑴
固
定
資
産
税
の
賦
課
に
係
る
取
組
に

　
　
つ
い
て

⒉
本
市
の
遊
休
農
地
に
つ
い
て

　
⑴
遊
休
農
地
の
現
状
に
つ
い
て

⒊
小
・
中
学
校
の
適
正
規
模
・
適
正
配
置

　
に
つ
い
て

　
⑴
学
校
統
廃
合
の
基
本
的
な
考
え
方
に

　
　
つ
い
て

⒋
不
登
校
児
童
・
生
徒
の
健
康
診
断
に
つ

　
い
て

　
⑴
健
康
診
断
の
必
要
性
に
つ
い
て

⒈
避
難
所
で
の
取
組
に
つ
い
て

　
⑴
聴
覚
障
害
者
へ
の
対
策
に
つ
い
て

⒉
公
共
交
通
に
つ
い
て

　
⑴
次
世
代
型
路
面
電
車
シ
ス
テ
ム
「
Ｌ

　
　
Ｒ
Ｔ
（
ラ
イ
ト
・
レ
ー
ル
・
ト
ラ
ン

　
　
ジ
ッ
ト
）」
の
導
入
に
つ
い
て

⒊
本
市
に
お
け
る
農
業
の
発
展
及
び
維
持

　
に
つ
い
て

　
⑴
す
い
か
栽
培
の
担
い
手
の
確
保
に
つ

　
　
い
て

⒋
３
歳
児
健
診
に
つ
い
て

　
⑴
吃
音
の
早
期
発
見
に
つ
い
て

⒈
小
・
中
学
校
の
不
登
校
児
童
に
つ
い
て

⒉
こ
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
に
つ
い
て

⒊
保
育
所
の
待
機
児
童
対
策
に
つ
い
て

　
⑴
保
育
士
の
確
保
に
つ
い
て
、
市
独
自

　
　
手
当
の
効
果
は
。

⒋
公
共
交
通
に
つ
い
て

　
⑴
近
隣
市
駅
へ
の
ア
ク
セ
ス
向
上
の
取

　
　
組
は
。

⒌
観
光
・
交
流
拠
点
施
設
「
末
廣
農
場
」

　
に
つ
い
て

⒍
旧
岩
崎
久
彌
末
廣
農
場
別
邸
公
園
に
つ

　
い
て

　
⑴
地
域
に
愛
さ
れ
る
た
め
の
取
組
と
他

　
　
機
関
等
と
の
連
携
は
。

⒈
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
社
会
の
実
現
に
つ
い
て

　
⑴
森
林
再
生
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

　
　
ア
．森
林
環
境
譲
与
税
に
つ
い
て

　
⑵
省
エ
ネ
対
策
に
つ
い
て

　
　
ア
．窓
等
の
省
エ
ネ
対
策
補
助
金
に
つ

　
　
　
い
て

⒉
予
防
接
種
に
つ
い
て

　
⑴
市
独
自
事
業
の
予
防
接
種
助
成
に
つ

　
　
い
て

⒊
空
き
家
対
策
に
つ
い
て

　
⑴
令
和
５
年
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
に

　
　
つ
い
て

　
⑵
空
き
家
対
策
の
事
業
に
つ
い
て

　
　
ア
．空
き
家
バ
ン
ク
に
つ
い
て

⒈
防
犯
灯
に
つ
い
て

　
⑴
リ
ー
ス
契
約
終
了
後
に
つ
い
て

　
⑵
区
・
自
治
会
等
の
所
有
に
つ
い
て

⒉
観
光
施
設
に
つ
い
て

　
⑴
観
光
・
交
流
拠
点
施
設
「
末
廣
農
場
」

　
　
に
つ
い
て

　
　
ア
．当
初
計
画
と
現
状
の
集
客
と
収
益

　
　
　
に
つ
い
て

　
　
イ
．今
後
に
つ
い
て

　
⑵
旧
岩
崎
久
彌
末
廣
農
場
別
邸
公
園
の

　
　
整
備
計
画
に
つ
い
て

⒊
小
・
中
学
校
の
就
学
区
域
に
つ
い
て

　
⑴
現
在
の
状
況
に
つ
い
て

⒋
市
の
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て

⒈
富
里
中
央
公
園
の
ト
イ
レ
に
つ
い
て

　
⑴
管
理
に
つ
い
て

　
⑵
整
備
計
画
に
つ
い
て

⒉
生
活
道
路
の
法
定
速
度
を
制
限
す
る
改

　
正
道
路
交
通
法
施
行
令
に
つ
い
て

　
⑴
対
象
と
な
る
道
路
の
現
状
の
把
握
に

　
　
つ
い
て

　
⑵
今
後
の
本
市
の
対
応
に
つ
い
て

富里自民の会

無会派

高　橋　益　枝

藤　田　　　幹

公明党

無会派

布　川　好　夫

岩　田　克　彦

公明党

杉　山　弘　一

富里自民の会

國　本　正　美

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

　
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
は
、
付
託
さ
れ
た
７

議
案
に
つ
い
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
過

程
に
お
け
る
委
員
か
ら
の
質
疑
と
市
の
担
当
部

門
等
か
ら
の
答
弁
の
主
な
も
の
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

議
案
第
１
号
　
旧
岩
崎
家
末
廣
別
邸
の
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

問

本
条
例
の
制
定
は
、
国
登
録
有
形
文
化
財
を

活
用
し
た
地
域
活
性
化
を
図
る
た
め
新
た
な
条

例
を
制
定
す
る
も
の
。
入
館
料
に
つ
い
て
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答

入
館
料
に
つ
い
て
は
、
１
人
１
回
に
つ
き
個

人
が
２
０
０
円
、
20
人
以
上
の
団
体
が
１
５
０

円
、
中
学
生
以
下
は
無
料
と
す
る
予
定
で
、
障

害
者
の
入
館
料
に
つ
い
て
は
、
県
内
類
似
施
設

の
運
用
を
参
考
に
、
免
除
と
な
る
よ
う
検
討
し

て
い
ま
す
。

議
案
第
５
号
　
富
里
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
包
括
的
支
援
事
業
の
実
施
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

問

人
材
確
保
が
困
難
な
現
状
に
対
す
る
常
勤
換

算
方
法
の
実
施
及
び
複
数
の
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
が
担
当
す
る
区
域
の
第
１
号
被
保
険
者
の

合
計
数
に
応
じ
た
職
員
数
を
個
々
の
セ
ン
タ
ー
に

振
り
分
け
て
配
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
改

正
す
る
も
の
。
勤
務
形
態
に
つ
い
て
は
。

答

常
勤
と
非
常
勤
の
区
分
け
に
つ
い
て
は
、
標

準
労
働
時
間
を
仮
に
週
40
時
間
と
し
た
場
合
、

当
該
週
40
時
間
を
正
規
雇
用
又
は
非
正
規
雇
用

問
わ
ず
、
１
人
の
職
員
で
満
た
す
こ
と
が
常
勤

の
基
準
と
な
る
。
常
勤
換
算
方
法
は
、
複
数
の

非
常
勤
職
員
で
標
準
労
働
時
間
を
満
た
す
も
の

で
、
２
人
の
非
常
勤
で
週
２
日
及
び
週
３
日
の

勤
務
に
よ
り
基
準
を
満
た
す
ケ
ー
ス
や
、
そ
の

他
働
き
方
に
よ
っ
て
勤
務
時
間
は
異
な
る
が
、

様
々
な
勤
務
形
態
が
可
能
と
な
り
、
人
材
確
保

を
図
る
も
の
で
す
。

議
案
第
６
号
　
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

問

富
里
市
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者
の
選

定
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
指
定
期
間
３
年
か

ら
５
年
に
変
更
と
な
り
、
社
会
福
祉
法
人
富
里

市
社
会
福
祉
協
議
会
を
指
定
管
理
者
候
補
者
と

し
て
決
定
し
た
が
、
そ
の
選
定
理
由
は
。

答

施
設
の
目
的
に
沿
っ
た
提
案
が
な
さ
れ
、
地

域
福
祉
の
推
進
に
寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ま
た
、
管
理
運
営
実
績
が
あ
り
、
事
業
計
画
書

に
沿
っ
た
管
理
を
安
定
し
て
行
う
能
力
を
有
し

て
い
る
こ
と
か
ら
選
定
に
至
り
ま
し
た
。

議
案
第
８
号
　
令
和
６
年
度
富
里
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
５
号
）

問

生
活
保
護
事
業
６
０
６
３
万
３
０
０
０
円
の

増
額
補
正
に
つ
い
て
、
生
活
保
護
受
給
者
数
の

内
訳
に
つ
い
て
は
。

答

令
和
５
年
10
月
末
と
令
和
６
年
10
月
末
の
比

較
で
27
名
の
増
加
と
な
り
、
内
65
歳
以
上
の
高

齢
者
世
帯
に
属
す
る
方
は
21
名
と
の
こ
と
。
ま

た
、
外
国
籍
の
受
給
者
は
令
和
６
年
10
月
末
現

在
で
受
給
者
総
数
６
１
９
名
の
う
ち
23
名
で
す
。

問

妊
娠
・
出
産
包
括
支
援
事
業
65
万
１
０
０
０

円
の
増
額
補
正
に
つ
い
て
、
令
和
６
年
４
月
か

ら
開
始
し
た
宿
泊
型
産
後
ケ
ア
事
業
に
つ
い
て
、

事
業
概
要
の
周
知
は
ど
の
よ
う
に
さ
れ
る
か
。

答

市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
市
広
報
紙
及
び
ケ

ア
事
業
を
契
約
し
て
い
る
医
療
機
関
に
よ
る
チ

ラ
シ
の
配
架
並
び
に
妊
娠
８
か
月
の
ア
ン
ケ
ー

ト
で
相
談
を
希
望
す
る
妊
婦
さ
ん
、
新
生
児
訪

問
で
支
援
が
必
要
な
母
子
へ
の
案
内
を
行
い
周

知
に
努
め
て
い
ま
す
。

問

債
務
負
担
行
為
の
各
小
学
校
屋
内
運
動
場

空
調
機
賃
借
料
４
億
９
２
４
１
万
３
０
０
０

円
、
各
中
学
校
屋
内
運
動
場
空
調
機
賃
借
料

４
億
５
４
８
３
万
３
０
０
０
円
及
び
富
里
社
会

体
育
館
空
調
機
賃
借
料
１
億
９
１
０
４
万
円
に

つ
い
て
は
。

答

近
年
の
地
球
温
暖
化
に
よ
り
、
夏
季
の
熱
中

症
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
児
童
・

生
徒
及
び
富
里
社
会
体
育
館
利
用
者
の
健
康
被

害
防
止
の
た
め
、
各
小
・
中
学
校
の
屋
内
運
動

場
及
び
富
里
社
会
体
育
館
に
空
調
機
を
設
置
す

る
た
め
の
賃
借
料
で
、
期
間
は
令
和
６
年
度
か

ら
令
和
17
年
度
ま
で
で
す
。

国登録有形文化財「旧岩崎家末廣別邸」を
一般公開へ
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こんにちはとみさと議会です　２２５号

※議場は市役所本
庁舎３階です。

※本会議の模様は
市 民 課 ロ ビ ー

（市役所本庁舎
１階）のテレビ
や日吉台出張所
のモニター、イ
ンターネット（ラ
イブ・録画）で
もご覧いただく
ことができます。

※日程、内容は予定
であり、変更と
なる場合があり
ます。詳細な日
程は開会１週間
前に決定します
ので、市ホーム
ページをご確認
いただくか、議
会事務局に問い
合わせください。

議会の傍聴について
３月定例会は２月１９日（水）から開会予定です。

再生紙を使用しています

委員長／國本正美　　副委員長／日下部千秋　　委員／岩田克彦、平岡真奈美、関根正之、河田厚子

　議会報を読んで感じたことなど皆様

のご意見をお待ちしております。

　また、議会報は市議会ホームページ

でもご覧いただくことができます。

〒286-0292

富里市七栄 652-1 富里市議会事務局

TEL 0476-93-6492  FAX 0476-91-3595

富里市議会ホームページ

http://www.city.tomisato.lg.jp/
category/2-3-0-0-0.html

携帯電話からは左の
２次元コードから
アクセスできます

ご意見・ご感想をお寄せください！

とみさと議会報の発行を
「ＬＩＮＥ」でお知らせ

【登録方法】
　２次元コードを読
み込み、友だち追加
ボタンを押してくだ
さい。

とみさと議会報を配信アプリ
「マチイロ」で配信中！

【登録方法】
　２次元コードを読
み込み、「お住いの地
域」に富里市を登録
してください。

声
の
議
会
報
を
お
届
け
し
ま
す
。

　
市
内
在
住
で
視
覚
に
障
が
い
が
あ
る
人
な
ど
を
対

象
に
、
と
み
さ
と
議
会
報
を
録
音
し
た
Ｃ
Ｄ
を
「
声

の
議
会
報
」
と
し
て
配
付
し
て
い
ま
す
。

　
お
問
い
合
わ
せ
先
　
社
会
福
祉
課

　
　
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
９
３
‐
４
１
９
２

　
　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
９
３
‐
２
４
２
２

令和７年３月定例会の予定

日 月 火 水 木 金 土

2/16 2/17 2/18 2/19

本会議
（開会）

2/20 2/21

本会議
（一般質問（会派代表・個人）
・予算審査特別委員会設置・

同委員会付託）

2/22

2/23 2/24 2/25 2/26

本会議
（一般質問）

2/27

本会議
（一般質問）

2/28 3/1

3/2 3/3

総務建設
常任委員会

3/4

文教厚生
常任委員会

3/5 3/6

予算審査
特別委員会

3/7 3/8

3/9 3/10

予算審査
特別委員会

3/11

予算審査
特別委員会

3/12

予算審査
特別委員会

3/13 3/14 3/15

3/16 3/17 3/18

本会議
（閉会）

3/19 3/20 3/21 3/22

議会運営委員会視察
期日：令和６年１１月１２日（火）及び１３日（水）の２日間
視察地及び視察事項
　（１）石川県加賀市「議会活性化の取組について」
　（２）石川県能美市「議会活性化の取組について」
　石川県能美市では【市民との意見交換会】について、市民の意思を
議会活動に反映させるため交流の機会を年４回設け平成２８年から累
計２４回開催されており、意見交換会での市民の声が政策提言に結び
つくこと、市民の意見を反映した発言をすることができることも大き
な利点であることなどを視察してきました。
　石川県加賀市では令和４年より、より活発な意
見交換の場にするため「議会おでかけトーク」を
開催。議会おでかけトークの開催については、議
会活性化特別委員会の委員２名が講師となり、議
会の内容を説明し子供たちと意見交換をする場も
あり、市民に開かれた議会運営をされておりました。

　　　　総務建設常任委員会視察
期日：令和６年１０月３１日（木）及び１１月１日（金）の２日間
視察地及び視察事項
　（１）長野県上田市「空き家対策について」
　（２）長野県長野市「鳥獣被害対策とジビエ加工センターについて」
　長野県上田市では、令和４年から「空き家セカンドユース事業」と
して、市内の空き家を不動産業者が購入し、改修工事を実施した後、
その物件を原則５年間賃貸物件として運用する場合に改修工事の費用
を補助するなど、様々なニーズに対応する取組が行われておりました。
　長野県長野市では、農作物に被害を及ぼし
有害鳥獣として捕獲されたイノシシやニホ
ンジカを「ジビエ」として、小・中学校の給
食に提供するなど、無駄なく有効活用するた
め、平成３１年にジビエ加工センターを整備
し、農業被害及び捕獲者の労力の軽減に繋げ
る取組が行われておりました。

文教厚生常任委員会視察
期日：令和６年１０月２８日（月）及び２９日（火）の２日間
視察地及び視察事項
　（１）富山県黒部市　「部活動の地域移行について」
　（２）富山県南砺市　「地域包括ケアシステムの取組について」
　富山県黒部市では「黒部の子は、黒部で育てる」という基本的な考
えのもと、休日の運動部活動を地域に移行する仕組みづくりについて、
令和３年度から実施。
　令和３年６月から国のモデル事業の採択を受け「KUROBE 型地域部
活動あり方検討会」を立ち上げるなど、積極的な部活動の地域移行へ
の取組が行われておりました。
　富山県南砺市では高齢者率が非常に高く、
認知症サポーターが１万人以上おり、認知症
サポーター養成講座を平成２７年度から南砺
市全ての小・中学校で開始するなど、子供た
ちから親世代へと地域における認知症理解を
広げる取組がされておりました。

千葉県北総地区市議会
　　　　正副議長会議員研修会
期日：令和６年１０月１８日（金）
内容：「議員の発言と国家賠償制度、
　　　市の求償権」
講師：清水　克士　氏

山形県尾花沢市議会　産業厚生常任委員会
　山形県尾花沢市議会　産業厚生常任委員会
が富里市の「富里スイカ」ブランド化のため
の取り組みについてを視察されました。
期日：令和６年１０月２２日（火）
場所：富里市役所　３階第３会議室
視察事項：「富里スイカ」ブランド化のための
取り組みについて

　
富
里
市
の
未
来
を
担
う
中
学
生
が
、
市
議
会
の
模

擬
体
験
を
通
じ
て
、
市
民
生
活
と
行
政
と
の
関
わ
り

や
富
里
市
が
直
面
す
る
様
々
な
課
題
に
つ
い
て
考

え
、
自
ら
の
言
葉
で
質
疑
応
答
を
行
う
「
令
和
６
年

度
富
里
市
中
学
生
議
会
」
が
10
月
16
日
（
水
）
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
中
学
生
議
員
が
、
富
里
市
の
将
来

ビ
ジ
ョ
ン
を
見
据
え
、一
般
質
問
に
登
壇
し
ま
し
た
。

【
富
里
中
学
校
】

１
　
秋
葉
奏
歩
さ
ん
　
新
た
な
イ
ベ
ン
ト
の
考
案
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
い
て

２
　
橋
村
希
来
さ
ん
　
中
学
生
に
向
け
た
税
金
の
使

　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
れ
方
へ
の
取
組
に
つ
い
て

３
　
渡
部
莉
依
さ
ん
　
学
校
で
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

　
　
　
　
　
　
　
　
　
活
用
に
つ
い
て

４
　
檀
野
美
月
さ
ん
　
市
の
人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て

５
　
池
田
駿
吏
君
　
　
図
書
館
に
お
け
る
開
館
時
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て

【
富
里
南
中
学
校
】

６
　
三
浦
芹
菜
さ
ん
　
給
食
事
業
に
つ
い
て

７
　
石
橋
玲
奈
さ
ん
　
学
校
外
の
環
境
改
善
に
つ
い
て

８
　
中
村
佳
歩
さ
ん
　
デ
マ
ン
ド
交
通
に
つ
い
て

９
　
藤
田
珠
李
さ
ん
　
学
習
環
境
に
つ
い
て

【
富
里
北
中
学
校
】

10
　
野
田
珠
穂
さ
ん
　
部
活
動
の
地
域
移
行
に
つ
い
て

11
　
横
倉
有
紗
さ
ん
　
空
調
機
の
設
置
に
つ
い
て

12
　
ミ
ュ
ラ 

リ
ー
ア
さ
ん

　
富
里
北
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン
タ
ー
に
つ
い
て

13
　
加
藤
　
杏
さ
ん
　
公
共
交
通
機
関
の
バ
ス
に
つ
い
て

令
和
６
年
度
富
里
市
中
学
生
議
会

議 員 研 修

視 察 受 入 れ


